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1　はじめに

現代社会に存在する様々なストレッサーの中で生活
する我々は,知らずのうちにストレスに曝されている.
また今日急速に発達しつつあるIT技術により,これ
まで目にすることが少なかった過激な映像を簡l勘こ手
に入れることができる.このような状況で我々は映像
視聴により様々な影響を受け,生体反応を示している.
映像の生体安全性を把握する上でも,映像をストレッ
サーとしたときの生体反応を定m的に計測することが
急務である.
本研究では,大画面に呈示される映像(2次元, 3次
元)を視聴する際の生体信号を計測し,その時の生体
反応を計測し定甜I勺に解析した.視党系,自律神経系
指標を同時に計細・解析し,統合的に生体反応を評価
した.

2　実験システム

視覚機能の計測は,小型赤外線ccD内臓の服球運
動・瞳孔解析システム(Newopto社)を用いた.舶像部
の木製軽量ゴーグルにより,映像視聴中の被験者の日艮
球運動と硝孔反応を両眼リアルタイムで記録した.こ
れに加え,心電図,辿続血圧,呼吸,発汗.頭部逆動を
同時計測し,全ての生体信号はLabVIEW (National
Instruments社)とMATLAI】 (Mathworks社)で同
時記録と解析を行った(Fig.1).
映像は,液晶プロジェクタより投影され被験者か
ら2m離れた80インチスクリーンに呈示した.牛封こ:i
次元立体映像は2台のプロジェクタと偏光フィルター
を用い,左右服それぞれに独立した映像を呈示するこ
とで立体視差を発生させ生成した.
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Fig. 1 Experimental setup.

3　実験および考察

インフォームドコンセントを得た鮎常被験者に対し
て映像買示実験を実施した.映像刺激は3次元立体映
像と2次元映像である.前者は立体視差がもたらす生
体影響の精査に,後者は画面自体動きの激しい映像に
よる映像酔いの解析に用いた.映像視聴の前後には5
分間の安静を設け.各安静時の冒頭に被験者の体調や
めまい感に関するアンケートを実施した.また,映像
視聴の前後に帖孔の対光反応検査を実施した.映像視
聴中の心電図・血圧等の生体信号の解析と被験者アン
ケートの結果より,自律神経系に影響をもたらす可能
性のある映像の成分を特定した.
映像視聴中の眼球運動は画面の動きにInjJWした動き
が観察され,また蝿孔は両面のもつ榔度変化に追従し
た変化を示した.被験者の生体に変化をもたらした可
能性のあるシーンと服球運動・腫孔反応を定量的に比
較することは,映像がストレッサーとして生体に影響
を与える機序を解明する上で有効な手法の一つと考え
る　Fis.2は. (a)立体映像視聴時の眼球退助と, (b)そ
の立体映像の持つ祝%. (c)視線と最大糾差を持つ画面
の領域との距離を3段階で示した.

*K3%>

視覚系及び自律神経系の指標となる生体信号を同時
計測し,映像視聴時の生体反応を記録した.更に映像
の成分を分析し,桝党系指標との関係を定量的に解析
することで,生体に影響を与える映像ストレッサーと
なり得る映像の成分を特定することが可能となった.
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